キーワードでみる市町村広報

堀内英樹は、７月１６（月）・１７日（火）の２日間、毎日新聞社が主催する

「第１４回近畿市町村セミナー」に、議会広報委員として参加しました。

編集局長、論説委員、社会部長などが講師として多くの発言をしました。
いまの時流をどう読むのか、「キーワード」でお伝えします。

「まさかの時代」

　小泉総理誕生、池田児童殺傷事件など、世の中の流れが変わった。
　地域住民が目覚め、市民社会の成熟しつつある。

　インターネットが普及し、市民の権利意識が強くなった。
　地方の方が中央より進んでいる、長野、栃木、千葉の知事選挙。

　９０年代、１３回のカンフル剤、１３０兆円つぎ込むも効果なし。

　国・自治体は借金まみれで破産状態、小泉改革の背景。

　いま日本が変わらなければ、世の中を変えたいという機運。

「日本の人口が減る」

　総人口１億２６９２万人（国勢調査速報）と伸び率が最低。

　６５歳以上高齢者人口が、２０歳以下若年人口を上回る。

　２００７年に総人口はピーク（※）となり、初めて日本の人口が減り続ける。

　日本でも他民族化が進み、外国人労働者が増える。

　※日本の将来推計人口（平成９年１月推計）は、次のＷｅｂページで

　　閲覧できます。

　　　http://www.ipss.go.jp/Japanese/newest/newesti91.html
「地方が元気」

　日本のシステムが機能不全。国は対応できずに、地方が先行。

　自治体財政が厳しさを増し、地方自治体の構造改革は不可避。

　市町村合併は避けて通れない、道州制の検討も必要。

　宝塚市「シンシアの街宣言」（※シンシアは介護犬、市あげて取り組む）
　これからは、お金をかけた公共事業より、住民参加でネットワークづくり。

※参考図書「介護犬シンシア」は、毎日新聞社から発刊。

　貸し出しできますので、堀内英樹までお申し出ください。

「広報が見直される」

　行政は税金を集め、暮らし、安全、生命を守り、保障する役割。

　市民・納税者に情報を開示し、説明する責任が大きくなる。

　市町村広報のキーワードは、“命”、“暮らし”

　注目テーマは、介護・高齢者、男女共同参画、子育て、ごみ・環境、予算、

　不法駐車、情報公開、健康、ボランティアなど。

　広告掲載で、印刷費無料化の試みも。
